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パ2-(5)生体防御能の低下した長期挿管患者の気道感染予防における Selective
Decontaminationの効果
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われわれは腸管からのtranslocationに起因す

る敗血症・多臓器不全を予防する目的で、カ

ナマイシン(KM)とラクチュロースによる消化

管内の選択的殺菌 SelectiveDecontaIIunation of 
Digestive tract (SDD)を以前から行ってきた。

trans locationの危険性が高い症例に早期からSD

Dを行うことにより、肺炎の減少と、 KM感受

性菌お よび真菌の気道からの分離頻度の低下

が認められ、 SDDは生体防御能の低下した長

期挿管患者の気道感染予防に有用であると考

えられたので報告する。

[対象および方法] 1990年と 1991年に7日以

上挿管した患者92名を対象とした。 1991年か

らSDDにアムフ ォテリ シンB(AMP)を加えて可

及的早期に開始し、曙疲培養院を性患者の比率、

肺炎発生率、菌の分離率(分離された全菌株数

/総挿管日数)を求め、 KM感受性による分離

頻度の変化の差、 AMP投与による真菌分離率
の変化を検討した。

[結果]結果を表 1-3にまとめた。

表1略疲培養陽性患者の比率、肺炎発症率、 菌分離率

SD (-) SD (+) 
'90'91 '90'91 

患者数 '51 19 16 aJ 

略疲培養陽性患者の比率 0.84 0.74 0.88 0.90 

肺炎発症率 O. 51 0.32 0.75 0.35 

菌分離率 O. 36 O. 33 O. 26 0.25 

表2 各菌種の分離株数の総分離菌株数に対する比率

SD (ー) SD (+) 

KM感受性菌 0.69 0.36 

Acinetobacter calcoacet icus O. 19 0.091 

Fnterobacter cloacae 0.14 0.098 

Fnterococcus faecalis 0.052 0.052 

衣3AMP投与による真菌分離頻度の変化

AMP (ー AMP(+) 

兵菌の分離率 0.047 0.030 

[考察]SDD施行群の方が培養陽性率が高

いが菌の分離率は低い。培養陽性になりやす

い患者でもSDDにより早期に菌が消失するこ

とを意味する。 1991年にはSDDの有無に関わ

らず肺炎の発生率は低下し、 SDD施行群では

とくに低下率が大きい。総分離菌株数に占め

るKM感受性菌の比率は、 SDD非施行群の69%

に対し、 SDD施行群では36%に過ぎない。100

%KM感受性である Acinetobactercalcoaceticus 

の比率はSDDにより半分以下に低下している

が、一部に耐性のみられる EnterobactercIoacae 

では2/3にとどまり、まったく感受性をもたな

いEnterococcusfaecalisでは分離頻度はSDDの施

行に関係なく一定である。真菌分離率はAMP

を加えることにより低下し、 AMPをSDDに用

いることは有効で、ある。

消化管から吸収されないKMやA恥1pを胃内に

投与することによって気道からのKM感受性菌

と真菌の分離頻度が低下する理由として、胃

で繁殖し逆行性に咽頭部に達する菌が減少す

ることと、腸管へ流入する菌が減少し、腸管

内での殺菌が効率的に行われtransl白血onが減

少することの2つが考えられる。肺炎の起炎
菌は侵入経路が明かでないことも多いが、シ

ョックに陥り腸管の透過性が著しく尤進した

患者では transloca tionによる血行性の侵入が肺

炎の原因になりうると考えられ、ショック患

者に対して可及的速やかにSDDを開始するこ

とは、気道感染と多臓器不全の続発を防ぐ有

効な方法である。また町anslocationに対する肝

網内系細胞の反応の結果放出されるサイトカ

インやプロスタノイドは全身の免疫能を低下

させるが、 SDDはtransloc ati onを減少させて免

疫能の低下を防ぎ、生体防御能を改善するこ

とによっても肺炎発生の減少に寄与している

と考えられる。

[まとめ]1.早期のSDDにより KM感受性菌

と真菌の気道からの分離頻度は低下し、肺炎

の発症は減少した。 2.translocationの危険'性が

高い長期挿管患者に対して早期からSDDを行

うことは気道感染の予防に有用である。


